
エンタープライズ プロジェクト マネジメント – IT ガバナンスとプログラム管理オフィス
IT コストとビジネス戦略の整合を目指して
概要
組織には、膨大な数のプロジェクトの効果を作業の多様な側面から追跡、測定するという課題があります。また IT コストを経営上のゴールに合わせることがますます重要になっています。上級管理職の中でも、とりわけ IT コストの成功や失敗の責任を負う人々は、数あるプロジェクト候補から有望なプロジェクトを選定し、進行中の多種多様な計画に対して効率的にリソースを割り当て、戦略における利益の点からプロジェクトの成功を評価するためのより適切な方法を求めています。近年、個別のプロジェクト管理アプリケーションが統合ソフトウェアや完全なエンタープライズ プロジェクト マネジメントのプラットフォームとして統合されつつあり、プロジェクトの遂行のあらゆる側面を戦術的レベル、戦略的レベルの両方から組織として詳細に管理できるようになっています。Microsoft Office Enterprise Project Management ソリューションは、プロジェクト チーム、管理職、および上級管理職のためのあらゆる機能を備えており、IT ガバナンスの向上とプログラム管理オフィスの円滑な機能に特に能力を発揮します。
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エグゼクティブ サマリ
IT ガバナンスは、IT コストおよび人件費とビジネスの戦略的目的との整合をとるための方法論です。「C レベル」(最高責任者、CEO、CTO など)の上級管理職や IT マネージャにとって、その重要度は近年さらに増してきています。多くの企業がプログラム管理オフィス (PMO) を設置して、IT ガバナンスのニーズに対応しようとしています。PMO は、公共部門や製造業をはじめとするいくつかの業界で、またマーケティングから製品開発に至る多種多様な分野で次々と設置されており、一般的な IT 組織構造となりつつあります。
PMO には、次のようなさまざまな業務があります。
· 戦略的基準に基づいてプロジェクトを選定し、「未処理」のプロジェクトを作らないようにする (発生順に処理)。
· イニシアチブの優先順位に従ってリソースを割り当てる。
· プロジェクトの成果が得られるように、プロジェクトに人やその他のリソースを割り当てる。
· 多様なビジネス ニーズに対応する複数のプロジェクトやプログラムの成果を効果的に管理することによって、プロジェクトが組織にもたらすビジネス価値を最適化する。
· 活動のポートフォリオを継続的にモニタし、価値を最大化する。
· 上級レベルのスポンサーや企業所有者とのコミュニケーションを図る。
PMO を設置することによって、最終的には望ましい効果が得られますが、すべての問題に対処できるわけではありません。プロジェクトの失敗や憂慮すべき遅延が続くのには、意思決定者が優先順位を容易に判定および評価できない、チーム間の明確なコミュニケーションが欠如している、プロジェクト管理プロセスが効率的ではないなど、さまざまな理由があります。これらの問題に対処するために PMO が設置されますが、その多くは、レポートを作成するために多種多様なデータ ソースを選別することで行き詰まってしまい、プロジェクトを予定どおり、当初の範囲内で実行することに集中できないでいます。
このような悩みは、テクノロジによって軽減できます。円滑に機能する PMO の設置にも、既存の PMO の強化、改善に対してもテクノロジが役立ちます。エンタープライズ プロジェクト マネジメント (EPM) ソリューションは、作業と戦略的目標との整合をとり、プロジェクト管理プロセスにおいて時間をとられることの多い必須処理を一部自動化し、プロジェクトベースの作業を高速化してビジネス パフォーマンスを最適化することによって、PMO の運営の効率化が図れます。 

マイクロソフトは、Microsoft Office Enterprise Project Management ソリューションによって、意思決定、リソースの最適化、プロセスの自動化を支援するツールを提供し、企業内のプロジェクトの統合的管理に対するニーズに対応します。このソリューションは他のプロジェクト管理システムと異なり、Microsoft Outlook® などの使い慣れた統合ツールが用意されているため、だれでも抵抗なく使用できます。また導入やサポートが複雑ではないので、短期間での投資回収 (ROI) が可能であると共に、組織全体の生産性が高まります。
このホワイト ペーパーでは、PMO に関するビジネス上の課題について述べると共に、統合が容易で使い慣れたマイクロソフトのテクノロジに基づく EPM ソリューションを導入することによって、可視性、管理容易性、および IT ガバナンスの強化などのビジネス ニーズにどのように対応できるかについて説明します。
IT ガバナンスと PMO: ビジネス上の課題
企業にとって重要な意思決定と、企業のビジョン、価値、戦略との整合をとることの必要性が強調されるのに対応して、企業ガバナンスの重要性が高まりました。それと同様に、IT ガバナンスは、企業全体の目標に合致した IT 関連の意思決定を保証するために重要な事項となりつつあります。MIT の調査によると、平均以上の IT ガバナンスを実現している企業は、そうでない企業に比べて、資本収益率が 20% 以上高いという結果が出ています
。IT ガバナンスは、収益に影響を与える可能性があるというだけでなく、厳しい財務上の要件と IT の責任者に常に課せられているコスト削減のプレッシャーへの対応策として注目が高まっています。 

企業は、ビジネスが本来複雑なものであるために無秩序状態に陥りがちで、その結果 IT プロジェクトが企業のゴールとの整合がとれなくなる可能性があることに気付き始めています。そのため、世界中の企業が次々に PMO を設置しています。Forrester 社が 2003 年に IT ガバナンスについて行った調査では
、IT 部門内外を問わず、67 % の回答者が自社内に 1 つ以上の PMO が存在すると答えています。これは前年の 53 % から大きく増加しています。
往々にして、多くの IT イニシアチブが企業の至るところで分散して実施されているため、組織上の障害や投資の重複、低い生産性、高コストが生じる原因となっています。Forrester 社によると、すべての新しい IT プロジェクト導入の 5 分の 1 近くは、3 か月以上遅れて完了しています。IT ガバナンスの制度を設計し、PMO を設置した企業では、これらの失敗に対処し、いくつかの重要な課題に対応するための試みを進めています。
プロジェクト チームの構成
1 つの大きな課題は、プロジェクト チームの性質が自律的であるということです。プロジェクト チームのメンバは、プロジェクトの個別で具体的な事項については、上級管理職より自分たちの方がよく知っていると考えているため、チーム以外の人間による「上からの」命令に抵抗する傾向があります。このようなプロジェクト チームの中には、独自の優先度を設定してそれに従うため、周りの状況が目に入らず、他のチームのイニシアチブを考慮したがらないものもあります。これらの「未処理作業」、つまり優先度の低いまたは優先する必要がまったくないアクション リストは、このような全体から乖離した組織によく見られます。組織全体で、プロジェクト管理がこのように独立して行われていると、プロジェクトの実施に統一性がなくなり、重複した作業が生じ、プロジェクトの遅れや高コストにつながります。また企業がその中心的なビジネス目的を見失ってしまうことにもなりかねません。
上級管理職によるプロジェクト管理
上級管理職が組織内の戦略的イニシアチブを管理しようとした場合、必要とされる正確で適切なデータがないたいめに、重要な意思決定に支障をきたすことがよくあります。管理者がプロジェクトの実行可能性と成果を評価し、戦略的な目的と結果という観点からプロジェクトを比較するための共有の尺度をなかなか見つけられないため、これは非効率につながる可能性があります。 

企業では通常、複数の実行経路で複数のプロジェクトが実施されています。このようなプロジェクトでは、情報がプロジェクト チームの中に深く留まり、個人のハードディスク ドライブに隠されているため、元来、戦略的レベルでの管理が困難になります。適切なツールがなければ、適切なデータを利用できる形式で開示し、上級管理職の意思決定を支援することは非に困難です。プロジェクトのステータス データが見つけにくく、アクセスしにくい状況は、リソースの過不足、ビジネス チャンスの逸失につながり、組織の経営陣が明確化したビジネス ゴールとの整合がとりにくくなります。
PMO の成功には、情報に基づいた意思決定ができるように、標準的な基準と共通の基盤を使用して、プロジェクトを比較、測定することが必要です。これに使用するツールには、次の機能が必要です。
· 複数のプロジェクトを同じ基準で比較できること。
· プロジェクト チーム内またはチーム間の円滑なコミュニケーションを推進できること。
· プロジェクトのデータを処理してエグゼクティブ レポートを作成できること。
これらの機能を使用して、組織は、意思決定を容易にする効果的な方法、テクノロジとビジネス ゴールとの整合をとる開発プロセス、およびガバナンスの原則と決定を伝達する決まった方法を見つけることができます。
PMO に関連付けられた構造とタスク
PMO の概念は比較的新しく、CIO magazine と Project Management Institute の調査によると、75 % 以上の上級管理職が、PMO を設置したのは過去 3 年以内だと答えています
。PMO はこのように新しい概念であり、その構造もさまざまであるため、すべての企業に同じ価値を提供しているわけではありません。IT ガバナンスには、たとえば、上級管理職による経営委員会や監視委員会など、PMO と連係して機能する別の側面がいくつかあります。PMO は、個別のプロジェクト管理プロセスに構造と正確さを加えるだけでなく、ポートフォリオ管理アプローチとの整合を図ります。PMO の役目は企業によって異なります。また、どのような役割の従業員が PMO のメンバになるかも定まっていません。導入プロジェクト マネージャ、品質管理スペシャリスト、通信スペシャリスト、方法論の専門家、リリース プロジェクト マネージャなどを参加させることができます。PMO の役割や責任に関する一定の標準はありませんが、多くの PMO 二共通する重要な目的やプラクティスもいくつか存在します。PMO の役割は、次のとおりです。
· 同様のプロジェクトが、同じ方法で実施され、追跡されるようにします。
· 予算に応じて、プロジェクトの期間を短縮または延長するのに必要な情報を保持します。
· 企業のプロジェクト管理ポリシーの策定、維持、管理を行います。
· 事後処理を行い、プロジェクトで得た教訓を収集、伝達、統合します。
· 一定のプロセスを使用して、プロジェクトのプロセス、選定、優先度、実施について、複数のグループでの整合性を確保します。
· リソースの割り当てと処理能力の管理のためのプロセスを提供します。
これらの目的を満たすため、PMO プロフェッショナルは、プロジェクト管理、リソース管理、コラボレーションなど、作業の機能的なコンポーネントのための豊富なツールに加え、プロジェクトおよびプログラムの「ポートフォリオ」に関するモデル化、評価、意思決定を支援する分析ツールを備える必要があります。
従来のアプローチによる IT プロジェクト管理: 戦術から戦略へ
プロジェクト管理のアプローチは、それを支援するテクノロジ ツールが、プロジェクト管理用の戦術的ツールからチームベースのアプリケーションへ、さらには企業向けのより戦略的なプロジェクト/ポートフォリオ管理ソリューションへと進化すると共に徐々に進化してきました。1980 年代には、IT プロジェクト管理は、通常、単一のプロジェクトのみを対象とし、デスクトップ プロジェクト管理ソフトウェアが 1 つのプロジェクトの個々の表示をサポートしていました。しかし、すぐに IT 開発部門が、複数プロジェクトのスケジュール管理とリソース管理の機能を求めるようになり、デスクトップ プロジェクト管理ソフトウェアがそれをサポートするように進化しました。1990 年代には、IT 部門が、高い機能性とカスタマイズ可能性、高度なレポート機能を要求するようになりました。それに対応したのが、クライアントサーバー型プロジェクト管理ソフトウェアです。1990 年代を通じて、ビジネスは生産性を非常に重視しましたが、全体として景気が良かったため、プロジェクトの割り当てに関する困難な意思決定を先送りにすることができました。あるいは、イニシアチブや結果と大きなビジネス ゴールとの正確な整合をとるのではなく、恣意的基準や外的基準 (社内の政治力学、早い者勝ち、楽な方法、低コストなど) に基づいて決定を行うことも可能でした。しかしながら、景気の後退に伴ってリソースが不足するにつれ、企業は提案されるすべてのプロジェクトの優先度を再評価し、ROI を慎重に測定する必要が生じました。特に見直しが求められたのが、IT 投資でした。これによって、全社規模でのプロジェクト管理が必須となり、この広範な視点に立ったソフトウェアが必要となりました。また上級管理職の間で、同様のリソースを使用する複数のプロジェクト間に深い相互関係があること、全社的な戦略的レベルでの管理が複雑であることが理解されるようになってきました。そして、組織内のすべての IT イニシアチブを一元的に管理するための手段として、PMO の設置を含む IT ガバナンス イニシアチブが、積極的に推進されるようになりました。
テクノロジが果たす役割
PMO 専用ツール
PMO は、プロジェクト管理アプリケーションを採用して、戦術的な実行、プロセス、コミュニケーションの向上を図っています。ダッシュボード、スコアカード、コミュニケーション、コラボレーションの各ツールや、プロセス自動化ツールなどの機能によって、データの提示が容易になり、チームの効果が高まり、インフォメーション ワーカーが重要度の低い管理作業に費やす時間が短縮されます。その結果、組織全体の効率や見通し、機動性が劇的に向上します。
上級管理職は、ダッシュボードやスコアボード、上級管理職向けのツールを使用して、理解しやすい表示によって情報を容易に把握し、複雑なプロセスをビジュアルに表現することができると共に、複数の尺度や共通の測定基準を複数のプロジェクトに適用し、それらを戦略的に比較できます。たとえば、組織のダッシュボード ビューを使用して、自社の e コマース Web サイトへの集客を図る顧客重視のテクノロジと、販売担当者用の社内開発ツールのバージョンアップ イニシアチブという 2 つの重要な IT イニシアチブの評価が可能になります。コスト、時間、プロジェクト データが同じ尺度で測定され、即座にアクセスできるため、重要な問題を特定でき、企業のビジネス ゴールに照らしてどのプロジェクトが最も重要であるか、また、引き続き投資する価値があるかを情報に基づいて意思決定を下すことができます。
PMO は、コミュニケーションとコラボレーション ツールを利用して、多様なプロジェクト チームの生産性を調整し、情報の流れを良くすると共に、開発、レビュー、テスト サイクルの効率を高めることができます。PMO 内のプロジェクト マネージャは、これらのツールを使用して生産性やワークフローを表示し、すべての IT プロジェクトの作業が適切に調整され、作業の重複によるコストが生じていないことを確認します。 
さらに、プロセス自動化ツールやウィザードによって、標準のフォーマットを使用して内容が提示され、レポートされ、結果の品質や統一性が向上するため、繰り返し行う作業の省力化とスピードアップが図れます。多忙なプロジェクト マネージャも、上級管理職のレビュー用に多様なプロジェクト データを同時に取得してすばやく 1 つのレポートに統合し、重要な尺度を強調表示できます。
複数のオプション
PMO の活動のさまざまな側面を支援するツールを提供するベンダの数は、ますます増加しています。コラボレーション、ポートフォリオ分析、エンタープライズ リソース プランニング (ERP) など、さまざまなソフトウェア市場セグメントのベンダが、PMO 内にあるプロジェクト管理の課題に対処するためのソリューションを提供しています。
· コラボレーション - ベンダは、チームにワークスペースを提供し、上級管理職が比較的構造化されていない方法でプロジェクトを管理できる Web ベースのツールを提供します。 

· ポートフォリオ分析 - ベンダは、組織全体の資産と投資を分析するためのプランニング ソリューションを、上級管理職に提供することに重点を置きます。 

· ERP - ベンダは、従来から人事、財務、製造パッケージを中心に展開してきましたが、プランニングとリソース管理の機能を追加して、PPM (プロジェクトおよびポートフォリオ管理) をターゲットにし始めています。
多くの場合、これらのベンダは、プロジェクト管理やポートフォリオ管理の一面に対応した別々のソリューションを提供しています。厳格な仕様を設計し、その特定領域でのメリットがありますが、これらのアプリケーションの多くは、ユーザー (にとっての、新しい使い慣れないインターフェイスとプロセス) や IT 管理者 (向けの統合や保守の高コスト化) にとって新たな障害となっています。個別のシステムに頼って業務を進めている組織では、さまざまなリソースから長時間かけてデータを取得したにもかかわらず、誤ったレポートが作成される可能性があります。そのために多大なコストと混乱が発生し、間違った投資や二重投資が行われる危険性が高まります。
統合の利点
個別のアプリケーションを多数使用するのではなく、標準プラットフォーム上に構築された統合 EPM ソリューションを導入することによって、企業はもっとシンプルに大きな危険や影響なしに IT のすべての恩恵を実現できます。さまざまなユーザー アプリケーション (プロジェクト管理、リソース管理、コミュニケーション/コラボレーション、レポート/ビジネス インテリジェンス) を共有のユーザー エクスペリエンスに統合することによって、導入時間が短縮され、トレーニングの必要が減少します。アプリケーションを共通のテクノロジ プラットフォーム上に構築することによって、導入と管理のためのコストが削減され、ユーザーと企業にとってより適切で信頼性の高いサービスが提供されます。
ユーザーは、個別のソリューションを導入するリスクと、統合 EPM プラットフォームの利点を慎重にはかりにかける必要があります。
成功事例
既にいくつかの企業が、IT ガバナンスを強化する統合 EPM プラットフォームの導入に成功しています。有数の金融サービス企業である ING 社は、さまざまな子会社を統合し、そのビジネスや処理手順のプロジェクト管理を一元化、標準化する方法を必要としていました。しかし、それを実現するのは容易ではありませんでした。国ごと、さらには会社ごとに、テクノロジに対する要求が異なり、また多種多様なプロジェクトが進行していたためです。ING チリ支社は、Microsoft Office EPM ソリューションを導入し、2,000 人以上のユーザーと 500 人以上のプロジェクト マネージャに対し、コスト効率が高く、スケーラブルなソリューションを提供して、企業プロジェクトの計画、管理、実施の効率化を図りました。ING 社がソリューションの導入にあたって何よりも求めたのは、各国のプロジェクト マネージャが、さまざまなプロジェクトの提案を同社の標準に従って管理し、追跡できるようになることでした。マイクロソフトのソリューションの導入によって、ING 社のプロジェクト マネージャは、プロジェクトのコストを詳細に管理し、プロジェクトの完成期限を把握して管理できるようになりました。このソリューションはまた、企業プロジェクトを最初から最後まで効率的にプランニングし、実施するための優れた技術的ツールを提供しました。
Liebert North America 社は、世界的な電源保護および環境管理機器製造業者です。同社もまた、社内の複数のプロジェクトの計画、コミュニケーション、追跡、レポートのため、プロジェクト管理を強化する必要がありました。Liebert は、世界中に広がる同社のプロジェクトを、統一的な尺度で正確に把握し、適切な意思決定ができるように、Microsoft Office EPM ソリューションを導入することにしました。この EPM ソリューションによって、プロジェクト マネージャ、エンジニア、製品マネージャ、上級管理職は、プロジェクト情報にリアルタイムにアクセスできるようになるため、関係者のより正確な予測と意思決定が可能になります。また EPM ソリューションは、関係者全員がプロセスの改善に広く参加できるようになっています。これにより、企業は、プロジェクトの進行状況とリソース使用状況の評価、さまざまな企業内プロジェクトやイニシアチブでの反復可能なプロセスの確立など、作業レベルでプロジェクトをより正確に評価できるようになります。
マイクロソフトのエンタープライズ プロジェクト マネジメント
マイクロソフトが提供する EPM ソリューションは、上級管理職、プロジェクト マネージャ、プロジェクト チームが、PMO の効果を最大限に高めるために必要なすべての豊富な機能に加え、使い慣れた操作性と統合性を備えています。ユーザーは、Microsoft Office 2003 や Microsoft Office Project Professional 2003 など、広く普及しているマイクロソフトのデスクトップ アプリケーションでこれまでどおりのスキルと快適さを維持しながら、Microsoft Office Outlook 2003 による一般的な通知作業の自動化や、Microsoft Office SharePoint Services によるチームコラボレーションなど、コミュニケーションとコラボレーションの強力な機能を利用できます。Microsoft Office Project Server 2003 は、組織全体に散在するデータを 1 つにまとめ、完全で最新のデータに基づいて、戦略的意思決定に必要な情報を上級管理職に提供します。
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Microsoft Office EPM ソリューションは、迅速な導入と管理のために慎重に統合されています。IT 担当者は、Microsoft Windows Server プラットフォームで得た専門知識を活用して、セキュリティ、ID 管理、その他の管理タスクを管理して、最大の信頼性と安定性を実現します。
上級管理職は、IT イニシアティブ別のダッシュボード サマリを表示できます。
可視性と管理
多くの PMO の重要な目的は、企業全体の優先度から見た目的に応じた IT コストを実現することです。Microsoft Office EPM ソリューションは、PMO 担当上級管理職にプロジェクトの状況とコストをひと目でわかるように提示し、複数のプロジェクトの状況を 1 つのビューの中で比較することにより、これを可能にしました。上級管理職には、Microsoft Project Server からプロジェクト データを取得して、生データを役に立つビジネス情報に加工したダッシュボード ビューが表示されます。このデータは、PMO の EPM プラットフォームの他のすべての点とシームレスに連係する包括的なマイクロソフト ソリューションの中に保存されているため、システム、人、チームの間でのミスコミュニケーションが生じません。複数のプロジェクトを 1 つのビューで表示できるため、上級管理職は、プロジェクトの優先度を容易に判断してバランスの取れた最適なポートフォリオを構築できます。また、マイクロソフトの使いやすく管理が簡単なソフトウェア ツールにより、PMO が人、プロセス、情報をすべてのプロジェクトにわたって調整できます。
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データの一元管理により、信頼のおけるデータに基づく強力なプロジェクト分析が可能になります。
マイクロソフトのテクノロジ ポートフォリオ
コア製品
Microsoft Office Project Server 2003

Project Server は、プロジェクトとリソースの管理、およびコラボレーション機能を、EPM ソリューションでサポートします。ユーザーは、Project Professional と Project Web Access 経由で Project Server に接続し、Project Server データの保存、取得、操作を行います。Microsoft Windows SharePoint Services™ のドキュメント管理やプロジェクト関連の問題/リスクの追跡などの機能を活用するためには、Project Server 2003 に、Microsoft Windows Server 2003 が必要です。Windows SharePoint Services は Windows Server 2003 のコンポーネントで、ユーザーはこれを使用して Web サイトを作成し、情報共有やドキュメント共有に利用できます。
Microsoft Office Project Professional 2003

Project Professional は、Project Web Access や Project Server と共に使用するデスクトップ エンタープライズ プロジェクト管理アプリケーションです。Project Professional の中核であるプロジェクト スケジューリング機能に加え、Project Server との接続により、強力なポートフォリオ機能とリソース管理機能が提供されます。Project Professional では、プロジェクト マネージャが、プロジェクトをスケジューリングし、チーム メンバを一元的リソース プールからプロジェクト タスクに割り当て、プロジェクト情報を Project Server で一元管理して他のユーザーと共有することができます。
Windows SharePoint Services を含む Microsoft Windows XP

Windows XP Professional は、標準ベースのセキュリティ、管理容易性、信頼性とプラグ アンド プレイ、わかりやすいユーザー インターフェイス、革新的なサポート サービスなどの重要なビジネス機能を兼ね備えています。Windows SharePoint Services では、チームが情報共有とドキュメント共有用の Web サイトを作成できます。
Microsoft Windows SQL Server

Microsoft Windows SQL Server は、エンタープライズ データ管理プラットフォームを提供し、エンタープライズ クラスのビジネス アプリケーションの迅速な開発をサポートします。スケーラビリティ、スピード、パフォーマンスで優れたベンチマークを記録した SQL Server は、完全なエンタープライズクラスのデータベース製品であり、XML とインターネット クエリのコア サポートを提供します。
マイクロソフトのテクノロジ ポートフォリオ (続き)
コア製品
Microsoft Office 2003
Microsoft Office は、個人向け生産性製品スイートから、より包括的で統合されたシステムへと進化してきました。多くのユーザーに慣れ親しまれてきたツール上に構築された Microsoft Office system には、サーバー、サービス、ソリューションが集約され、広範なビジネス上の問題に対処します。 

無償の付属製品
Microsoft Office Outlook 2003

Outlook 2003 は、電子メール メッセージ、予定表、作業、メモ、連絡先、その他の情報を管理し、整理するための統合ソリューションです。 

Microsoft Office Visio 2003

Visio 2003 は、複雑な概念やプロセス、システムが文書化および構造化された、ビジネス上の、または専門的な図表を作成できる、作図プログラムです。また、データ ソースと直接同期して図を更新することにより、データを自動的に視覚化します。 

Microsoft Office InfoPath 2003

InfoPath は、情報収集管理プログラムです。チームや組織は InfoPath を使用して、動的フォームとスキーマを生成して、情報を効果的に共有、再利用でき、また別の目的に使用できます。 

Microsoft Office Solution Accelerator for Six Sigma

Microsoft Office Solution Accelerator for Six Sigma は、Six Sigma プロジェクトの複雑さと高コストを緩和しながら、ビジネス上のアイデア、プロジェクトの追跡、およびコントロールの向上を図ります。
必須タスクの自動化
マイクロソフトは完全なサービス エンタープライズ ソリューションを PMO に提供し、上級管理職が以前は時間をかけて処理していた状況報告書やプロジェクト コラボレーションなどの作業を自動化します。使い慣れた Microsoft Outlook の電子メール クライアントがエンタープライズ データ ストアと Microsoft Office Project Server に直接リンクされ、チーム メンバや多種多様なプロジェクト チームに、プロジェクトの最新情報を自動的に通知します。ユーザーとプロジェクト マネージャは、Microsoft Excel と Microsoft PowerPoint を使用し、テンプレートとウィザードでプレゼンテーションを標準化しながら、データを手早く加工することができます。このような頻繁に行うタスクを自動化すれば、チームはより高度な作業に集中できます。
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チーム メンバは、Outlook を使用してタスクに関する情報を更新できます。
短期間での成果を向上
Microsoft Office EPM ソリューションはまた、プロジェクトのライフサイクルを短縮し、ビジネスに役立つより多くの成果を、短期間に低コストで実現します。チーム間の円滑なコミュニケーションにより、プロジェクトの期間が短縮され、早期に市場に投入できます。企業は Microsoft Office EPM ソリューションを選択することにより、高コストで複雑なうえに、特定の分野に特化した PMO アプリケーションに再投資するのではなく、マイクロソフトのテクノロジと専門知識に対するこれまでの投資を活用できるため、ROI の回収が促進されます。PMO は、このような既に十分に利用されているテクノロジを活用し、Outlook や Excel など、使用方法がわかっている使い慣れたツールをチームに提供することで、ツールに慣れるまでの効率の低下やメンバの抵抗感を軽減します。
IT のメリット
マイクロソフトの EPM プラットフォームには、IT としての大きなメリットもあります。ビジネス上の、または専門的な図表を作成できる Microsoft Office Visio などの作図プログラムから、Microsoft Office InfoPath などの情報収集およびレポート作成ツールに至るまで、マイクロソフト製品は、広範なカスタマイズや設定を行わなくても連係して動作するように設計されています。また EPM プラットフォーム全体が標準規格に準拠しているため、他のビジネス システムとの相互運用が可能です。これにより、企業は既存の投資を容易に活用できます。マイクロソフトはまた、異なるタイプのアプリケーションに対する異なるレベルの投資に対して価値を提供するための、調整可能で広範な製品を提供すると共に、追加の投資なしに複数のビジネス コンテキストにおいて価値をもたらす再利用可能なインフラストラクチャを提供します。
強力なパートナー
ほとんどの企業では、導入したソリューションに対するカスタマイズや統合サービスが必要です。マイクロソフトの企業顧客は、豊富な専門知識と特定の業種における経験と、それぞれの顧客のニーズに適した価値の高いソリューションを短期間で実現する能力を持つ、マイクロソフト認定パートナーが提供する優れたエコシステムを利用できます。マイクロソフトは、Microsoft EPM プラットフォームの強力なトランザクション機能や、データベース、使い慣れたユーザー環境を使用して、Microsoft EPM プラットフォームを基盤としてそれを拡張するソリューションを開発することによって、顧客の投資ライフ サイクルの終了まで、パートナーや ISV に対して価値を提供し続けられるように努めています。
キーポイント
今日、企業の IT ガバナンスの開発と向上を支援するためのソリューションは多数提供されています。PMO を設置して、全社的なゴールと整合のとれた IT コストと運用を確保しようとする企業は、透明性、各種の調整に関する課題、処理手順と手続きの標準化などの、ビジネス上の問題を解決するためのテクノロジ ソリューションに注目し始めています。Microsoft Office EPM は、PMO に対し、複雑性を軽減し、簡単に早期導入を図れる統合プラットフォームを提供します。Microsoft EPM プラットフォームは、タスクの自動化、チーム コラボレーションの促進に加え、一貫した信頼性の高いビジネス インテリジェンスを使用した使いやすいレポーティング機能を、チーム メンバや上級管理職に提供します。マイクロソフトは、PMO と IT ガバナンスのためのさまざまなツールを、強力な Office EPM プラットフォームを基盤とし、使い慣れたインターフェイスを持つ生産的な統合ソリューションに組み込んで提供しています。
詳細については、http://www.microsoft.com/Office/project/prodinfo/EPM/overview.mspx を参照するか、マイクロソフトの顧客担当へお問い合わせください。
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